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　宮崎層群高鍋層（上部鮮新統）が分布する宮崎県児湯
郡新富町の久家神社周辺には，主にツキガイモドキガイ類
(Lucinoma sp.)からなる冷湧水化石群集を含む炭酸塩コン
クリーションが露出する（池田ほか，2003；Majima et al., 
2003）．2005年１月の国道拡幅工事で新たに出現した大露
頭から，冷湧水性化石群集と炭酸塩コンクリーションの分
布に新知見を得た（図１，２）．この露頭は，工事終了時に

被覆されるので，ここに調査結果を記録する．なお，詳細
な記載は今号掲載の露頭解説を参照されたい．調査には
国土交通省，新富町教育委員会，宮崎県立総合博物館，長
友巧建設，明治コンサルタント（株）にご協力いただいた．
本研究には文部科学省科学研究費（基盤（A）16204041；若
手（B）15700532）を使用した．記して感謝致します． 
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図１．調査露頭位置図（A，B）と久家神社および新露頭の３D地質図（C，D）．丘全体が炭酸塩コンクリーションから
なる久家神社の周囲にも，炭酸塩コンクリーションが点々と分布する．久家神社裏山に立つやぐらは図2-Gに示すコア
写真のボーリング掘削点を示す．Ｂの地形図は国土地理院発行1/25,000地形図「日向日置」を使用．
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図２．道路工事現場（A ～ D）と炭酸塩コンクリーションの薄片写真（E，F），およびボーリングコア（G）の写真．A，国道
10号線の拡幅工事により法面が作られ出現した大露頭．露頭左上の灰色の部分が新鮮な炭酸塩コンクリーション部．矢印は写
真Bの撮影範囲．B，法面上の炭酸塩コンクリーション部に見られるツキガイモドキガイ類（Lucinoma sp.）の産状．C，崖か
ら切り出された炭酸塩コンクリーション塊の山．D，工事現場にはツキガイモドキガイ類の大型合弁個体が多数散乱していた．
E，炭酸塩コンクリーションの薄片写真（クロスニコル）．岩石は有孔虫や軟体動物起源の破片に富む（１,貝殻片．２と３，
有孔虫殻．４，方解石脈．５，斜長石．６，斜方輝石．７，単斜輝石．８，石英）．F，アリザリン-S染色剤によって染色し
た薄片写真（オープンニコル）．生物骨格片の一部と方解石脈が赤く着色している．基質部は弱く着色されているが，主に微
細な苦灰石からなることが確認されている． G，2004年12月に久家神社裏山から採取したボーリングコア．深度10～15mでは
炭酸塩コンクリーション中に大型二枚貝化石が密集し，炭酸塩コンクリーションと貝化石は深度72m付近まで断続的に産出す
ることが確認された．




